
新百合ヶ丘駅をどのような目的で利用しますか？
解答欄の□にチェックを入れてください。複数回答可

おわび　麻生通信2023年1号のアンケート設問2において「新百合ヶ丘
駅をどのように利用されていますか」と聞くところを、編集ミスにより、
「北口再開発に伴いこれだけはやめて欲しいこと」と誤り、意図が読み取
れないのではと指摘頂きました。謹んでおわび申し上げます。
　この設問以外から頂きました貴重なご意見の中で、環境や利便性に
配慮したまちづくりへの関心が高いことがわかってきました。
　今回改めて皆さんの考えをお聞かせ頂ければ幸いです。

※居住地ごとに集計の上、川崎市に提出しますので必ず町番を御記入下さい

ご意見をお聞かせください

【設問1】 

生活環境に配慮したまちづくりで重要とされることは？【設問3】 

利便性の高いまちづくりに求めるものは何ですか？【設問4】 

お住まいは？　          麻生区　　　　　　　　　・　　　丁目

建物以外のオープンスペースには、どのような機能の導入が
望ましいとお考えですか？

【設問2】 

□通勤通学　□仕事　□買い物　□飲食　□趣味・娯楽 
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） 

□ 子供が遊べる広場 　□ お祭りやイベントが出来る広場 
□ スポーツが出来る広場 　□ 安全な歩行者空間 
□ 豊富な緑化空間 　□ 災害発生時の避難場所 　□ 防災備蓄倉庫
□ カーシェアリング 　□ 公共駐輪場　　□ コインパーキング 
□ その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□緑や環境との調和　　□道路渋滞対策　　□公共空間の整備
□歩道などのバリアフリー化
□ その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あまがさ裕治が取り組んできたテーマはこんなにたくさん！
あなたの知りたい「まちの話題」を、川崎市議会議員・あまがさ裕治が解説します。
このチャンネルでしか聞けない情報もたくさんあります。

YouTube「あまがさ裕治チャンネル」

ぜひチャンネル登録を！
あまがさ裕治チャンネル

川崎市議会議員

あまがさ裕治ゆうじ

予算議会の質疑から
麻生区のまちづくりに
皆様のご意見を！

横浜市高速鉄道3号線
延伸による

麻生区のまちづくり

　給食用牛乳パックのストローレ
ス化の実現について、以前から問
題意識はありましたが、昨年の「こ
どもSDGsフォーラム」で、とても真
剣な思いをお聞きして、なんとし
ても実現しなくてはと思いました。
　その気持ちを、当日フォーラム

にも参加されていた福田市長に、議会で質問させ
ていただきました。市長からも教育である健康給
食とSDGｓの取り組みが合わさることは、とても意
義があることだと認識したと率直な見解をいただ
きました。市長は会社でいえば社長ですから、トッ
プが方向性を示したことで、職員は県に向けても
しっかりと対応してくれました。 
　また時を同じくして、多くの県内の仲間の議員た

ちにも呼びかけ、賛同してもらうこともできました
し、牛乳メーカーの方も社会的な責務として真剣
に受け止めてくれたのです。 リレーで例えれば、気
持ちのある人たちに次々に思いというバトンがつ
ながり、難しいとされたストローレス化は実現でき
たのです。 
　今日参加いただいている企業の方々もそんな
思いを持って活動されているので、皆さんの話を
しっかりと受け止めてくれますから自分の思いが
あれば素直に話してみたらどうでしょうか。 SDGｓ
を達成するには大人も子どもも同じ思いで取り組
まなければできませんから。 

新百合ヶ丘駅周辺地区が
     「二号再開発促進地区」に決定

利便性が高く 住みやすいまちへ

土地利用転換の動向を適切に捉え、機動的にまちづくりを進める

●あまがさ裕治　「都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針（以下「整開保」）」の見直しの基本的考え方の策
定において、新百合ヶ丘駅周辺地区については、どのよ
うな議論がなされたのか？
■藤倉副市長　根幹的な都市計画の方針を定める「整
開保」などの見直しに向け、基本的な考え方の検討を進
めている。近年の都市作りに関する動向を把握するとと
もに、新百合ヶ丘駅周辺地区に今後、必要な取り組みな
どを取りまとめている。新百合ヶ丘駅周辺については、魅
力ある都市づくりとして、駅周辺における適切な土地利
用の誘導や、交通環境の改善、文化や芸術などの地域特
性を活かした、計画的な市街地整備等を推進するものと
しており、パブリックコメントなどにより、地域の皆様か
らご意見をうかがっているところである。
　今後、これを取りまとめ、「整開保」などの都市計画手
続きを進め、令和6年度に都市計画決定を行う予定。

●あまがさ裕治　今後、新百合ヶ丘駅周辺地区は「二号
再開発促進地区」に指定されるべきと考えるが、今後の
方向性について。あわせて「整開保」に加えて「新百合ヶ
丘周辺まちづくり方針」を策定し、より分かりやすくまち
づくりを進めるべきと考えるが、副市長の見解は？
■藤倉副市長　新百合ヶ丘駅周辺地区は、芸術、文化等
の地域資源等を活かした魅力ある広域拠点の形成が求
められており、横浜市高速鉄道3号線延伸に伴う周辺環
境の変化等を見据え、駅周辺における低未利用地の土
地利用転換の誘導や、交通結節機能の強化に向けた取
り組み等が必要であると認識している。
　こうした状況踏まえ、現在見直しを進めている「整開
保」などの中で、特に一体かつ総合的に市街地の再開発
を促進すべき相当規模の地区を定める「二号再開発促
進地区」とすることで、土地利用、転換の動向等を適切に
捉えながら、機能的にまちづくりを進めることが重要で
あると考えている。
　また、根幹的な都市計画である当該方針に合わせ、街
の将来像として、土地利用や交通体系等について、具体
的に示す新百合ヶ丘駅周辺地区の「まちづくり方針」を市
民の皆さんに示したいと考えている。

二号再開発促進地区とは
計画的な再開発が必要な市街地で、特に一体的かつ総
合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区

今年の「こどもSDGsフォーラム」に
参加したこどもたちへのメッセージ
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川崎市麻生区高石
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あまがさ裕治
　　　事務所行

あなたのご意見をお寄せください
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麻生局承認
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●質問　川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する
条例の制定について、2月8日の文教委員会では、同制度
の拡充について、賛成意見もあったものの、一部負担金
については廃止を求める声も多く寄せられた。昨年11月
下旬、神奈川県は、小児医療費助成の拡充を公表した
が、県の制度拡充による本市への県支出金の増額分につ
いてどのように考えるのか？
　また、県が財政面から市町村を下支えするための増額
分を、本市は充当させるのか、上乗せとして制度の改善と
するのか、考え方は選択出来るがどのように活用すべき
と検討したのか？
■こども未来局長　県制度の拡充による本市への県支出
金増額分は約3億円と試算している。今回の川崎市の制
度拡充に伴い、新たに年間約16億円の財源が必要とな
る。令和5年度予算編成で、保育事業費等の子育て施策
事業費の精査による歳出抑制とともに、継続的に本制度
を運営していく財源として、県支出金増額分についても
小児医療費助成事業費として活用することを検討した。

　神奈川県が小児医療費助成制度を拡充し、県内
自治体を下支えとする県支出金約3億円について
は、制度拡充のために活用するとのことですが、本
市の計画案作成後に措置が決定されたものであ
り、制度拡充のために当てるのではなく、1回500円
の一部負担金を廃止した場合にかかると想定され
る約3億5000万に対する措置とすべきではないか
と考えます。
　また、県内自治体の助成状況を見ると、一部負担
金の導入があるのは、県内では相模原市、茅ヶ崎
市と本市のみとなっています。
　12月に行ったパブリックコメントに寄せられた
一部負担金の見直しを求める意見も重く受け止
め、これらの状況を十分に考慮して、今後一部負担
金の廃止など、さらなる制度拡充について積極的に
検討するように、今後も強く求めていきます。

私たちの主張

も複数確認されたため、適切な広報の実施と処理、施設の
改修の必要性を認識した。
●あまがさ裕治　浮島処理センターの処理ラインの増設
や民間事業者との連携による対応が必要と提案してきた。
令和５年度予算案では、プラスチック一括回収関連施設整
備費として、約３億５千万円が計上され設備改修を実施す
るとしている。具体的な改修内容は？
■環境局長　浮島処理センター資源化処理施設の改修内
容については、リチウムイオン蓄電池等を含む禁忌品対策

として、高磁力磁選機への更新や火災対策設備
の新規設置、硬質プラスチック製品に対応する
ため、圧縮梱包設備等の補強工事を実施する。
●あまがさ裕治　プラスチックごみの一括回収
の取組については、仙台市において、令和５年
度からスタートすると報道がされている。先行
都市の取組をどのように参考とするのか？
■環境局長　令和5年度から一括回収を予定

一括回収の実証実験で、収集量１７％増加を確認
危険物混入などもあり対応策、分別収集の適切な広報も必要

プラスチックゴミ一括回収 令和8年度全市実施へ

小児医療費の助成条例の改正について

する仙台市などのプラスチックゴミの分別率や
再商品化の実施状況、広報の取り組みや事業
者の選定手法などを参考にし、準備をする。
●あまがさ裕治　収集運搬業務及び、事業費
について今後、これまでのプラスチック製容器
包装に加え、プラスチック製品も一括回収する
ことにより、処理量の増加が見込まれる。今後
の見通しは？
■環境局長　回収量の増加に対応するため、
必要な収集車両数や中間処理、施設の人員等
について、適正な委託経費を計上していく。
●あまがさ裕治　市民への周知については、プ
ラスチックごみの一括回収の開始時期が各区
で異なるため、回収率向上のためにも市民へ
の周知と意識醸成が必要。広報の工夫は？
■環境局長　広報の取り組みについては、プラ
スチックゴミ一括回収に向けて、市民の皆様の
協力が不可欠と考えている。分別収集の意義や
目的、分別対象品目、開始時期等の周知徹底に
向け、説明会の開催など、丁寧にわかりやすい
広報を展開していく。

●あまがさ裕治　川崎市は、高津区の集合住宅と、川
崎区内の戸建て住宅が多い地域を対象に、一括回収
の実証実験を実施したが、その結果は？
■環境局長　実証実験の結果については、プラスチ
ック製品の回収を適正に実施するとともに、収集量
はプラスチックゴミ全体で平均約17%増加し、一括回
収の効果が確認できた。一方、汚れの付着しているプ
ラスチックゴミを含む異物混入量が増加し、発火原
因となるリチウムイオン、蓄電池等の危険物の混入

一部負担金の廃止など、さらなる制度拡充が必要

●質問　「地球温暖化対策推進基本計画」にお
ける充填事業の一つとして「2030年度までにす
べての市公共施設へ再エネ100％電力を導入
するとともに、設置可能な施設の半数に太陽光
発電施設を導入」することが示されているが、事
業進捗を統括する部署は？
■環境局長　太陽光発電設備導入の統括部署
としては、「地球温暖化対策推進基本計画」の５
大プロジェクトについては「環境行政・温暖化対
策推進総合調整会議」で進捗管理を行なってい
る。
　市公共施設への再エネ100％電力及び太陽
光発電設備の導入」については、事務局である
環境局が主体となり、全庁的な事業の進捗管理
や導入方法の検討、関係局との協議・調整など
を引き続き行なっていく。

地球温暖化対策５大プロジェクト
公共施設への再エネ１００％
電力・太陽光発電設備の導入

今後も強く求めていきます
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